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ンセルムスの表現は、アウグスティヌスが定義する aversio の意味を正確に表わすのである。 




 アンセルムスは悪を、（1）なすべきでないことをすること（facere quod non debet）、も
しくは、（2）なすべきことをしないこと（non facere quod debet）として把握する。Debet
は助動詞で、（1）の quod non debet と（2）の quod debet には動詞が含まれない。もし不
 2 
定形 facere が quod non debet に付け加えられるならば、quod non debet facere（なすべき
ではないこと）と quod debet non facere（なさないべきであること）となる可能性がある。
一般的に、｢なすべきでない｣という文章は義務を連想させる。しかしアンセルムスは、そ
れを、必ずしも義務ではないと見なす。すなわち、｢non debere＋不定形｣ は必ずしも義務






べて神に対する罪である｣と言明する。Debere と debere non facere を強調するアンセルム
スの悪の理解の仕方は、神からの強い引きつけに根ざしている。 



































































は通常、人間同士の愛の意味でディレクティオを用いる。彼が「愛の泉」を “fons caritatis” 



















そのためである。                 
